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福祉情報誌 第１０６号 201６．３．1 

ふくどん 

西原南幼稚園・サポートセンターはばたき交流会 

※詳しくは４ページ記載 

楽しくじゃがいもを収穫！ 



報告発表した西原南小学校の皆さん 

社協活動基本目標 ： わたしたちは、長寿社会を健康で安心してすごせる福祉のまちをつくりましょう 

第１０６号 福祉情報誌 福丼 平成２８年３月１日 

 

第

回
西
原
町
社
会
福
祉
大
会
が
、

２
月
２
日
（
火
）
に
福
祉
関
係
者
、
関
係

機
関
参
加
の
も
と
西
原
町
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。  

 

こ
の
大
会
は
、
町
内
の
福
祉
関
係
者

が
一
堂
に
会
し
、
本
町
に
お
け
る
地
域

福
祉
の
更
な
る
充
実
・
発
展
に
向
け
開

催
し
、
併
せ
て
地
域
に
お
け
る
福
祉
の

発
展
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
を
顕
彰
し

ま
す
。  

 

今
大
会
は
、「
個
々
の
暮
ら
し
を
支
え

合
え
る
見
守
り
活
動
を
地
域
ぐ
る
み
で

推
進
し
よ
う 

」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

１
６
０
名
余
が
参
加
し
、
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
西
原
町
の
社
会
福
祉 

事
業
の
た
め
功
績
が
あ
り
、
模
範
と
な

る
個
人

名
・
１
団
体
・
１
学
校
・
７

事
業
所
（
下
記
名
簿
）
に
対
し
て
表
彰

状
・
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
高
齢
者
を
孤
立
さ
せ
な
い
た

め
に
地
域
見
守
り
活
動
を
展
開
し
て
い

る
桃
原
自
治
会
の
喜
屋
武
則
政
会
長
が

桃
原
区
で
実
践
し
て
い
る
活
動
内
容
を

報
告
し
ま
し
た
。  

 

基
調
講
演
で
は
、
県
内
で
地
域
福
祉
・

障
害
者
福
祉
分
野
で
数
多
く
の
講
演
を

行
っ
て
い
る
沖
縄
大
学
准
教
授
の
島
村

聡
氏
に
よ
る
「
孤
立
さ
せ
な
い
地
域
づ

く
り
」
と
題
し
西
原
町
の
地
域
福
祉
課

題
を
提
示
し
な
が
ら
講
演
を
行
い
参
加

者
は
孤
立
を
さ
せ
な
い
地
域
ぐ
る
み
で

の
見
守
り
活
動
の
重
要
性
を
学
び
ま
し

た
。 

地
域
福
祉
を
協
働
で
推
進 

‐
第

回
社
会
福
祉
大
会
開
催
‐

第

回
西
原
町
社
会
福
祉
大
会
被
表

彰
者
（
敬
称
略
） 

 

○
表
彰 

・
地
域
福
祉
推
進
委
員
功
労 

 

山
里
景
美
、
山
畑
キ
ミ 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労 

小
杉
美
代
、
株
式
会
社
サ
ン
エ
ー 

西
原
シ
テ
ィ
、
與
那
城
一
美
、
呉

屋
時
子 

・
福
祉
団
体
功
労 

石
底
長
保
、
米
須
清
順
、
宮
城
ヨ

シ
、
眞
喜
志
広
美
、
宜
志
富
紹
誠 

・
自
立
更
生 

 

新
川
厚
、
外
間
政
昌 

○
感
謝 

・
多
額
寄
付 

金
秀
グ
ル
ー
プ
、
新
中
糖
産
業
株

式
会
社
、
三
和
金
属
株
式
会
社
、

沖
縄
県
立
西
原
高
等
学
校
、
株
式

会
社
石
川
酒
造
場
、
大
典
寺
西
原

浄
苑
、
株
式
会
社
大
成
ホ
ー
ム
、

西
原
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

 

 

西
身
協
、
平
成

年
度
の
最
後
の

行
事
と
し
て
会
員

名
は
北
部
の
沖

縄
美
ら
海
水
族
館
を
見
学
し
ま
し
た
。 

 

 

世
界
一
の
飼
育
・
展
示
内
容
と
水
量

を
誇
る
大
水
槽
で
は
、
ジ
ン
ベ
イ
ザ
メ

が
長
期
飼
育
記
録
世
界
一
を
更
新
中
で

す
。
ま
た
、
世
界
初
の
繁
殖
に
成
功
し

た
マ
ン
タ
な
ど
、
多
く
の
世
界
記
録
が

生
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

「
黒
潮
の
海
」
の
大
水
槽
の
前
で
は

大
勢
の
見
学
者
が
い
て
、
遊
泳
す
る
魚

た
ち
を
珍
し
く
見
て
い
ま
し
た
。
最
近

は
、
中
国
の
経
済
成
長
に
伴
い
、
庶
民

の
生
活
も
豊
か
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
、
中
国
か
ら
の
観
光
客
が
ど
っ
と
押

し
寄
せ
海
洋
性
魚
類
に
関
心
が
あ
る
よ

う
で
、
何
や
ら
中
国
語
が
あ
ち
ら
こ
ち

ら
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち

身
障
者
は
、
観
光
客
に
対
し
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
に
と
遠
慮
が
ち
で
し
た

が
、
会
員
は
と
て
も
有
意
義
な
社
会
見

学
が
で
き
た
と
喜
ん
で
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。 

 

今
後
は
、
平
成

年
度
の
事
業
計

画
を
立
て
て
西
身

協
会
員
の
親
睦
を

図
る
と
同
時
に
、

で
き
る
だ
け
外
出

す
る
機
会
を
増
や

し
健
康
維
持
に
取

り

組

み

た

い

と

思
っ
て
い
ま
す
。 

美
ら
海
水
族
館
を
社
会
見
学 

 

西
原
町
身
体
障
害
者
協
会  

会員参加者の皆さん 

社会福祉大会の様子 

島村聡氏による基調講演 

被表彰者の皆さん 



福祉情報誌 福丼 平成２８年３月１日 第１０６号 

社協基本活動目標 ： わたしたちは、互いに助け合い支えあって、共に生きる福祉のまちをつくりましょう 

5
年
生

名
を
対
象
と
し
て
、

1
月

、

日
（
木
・
金
）
に
車
い

す
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
体
験
は
２
人

ず
つ
ペ
ア
を
組
み
、
目
的
を
確
認
し
な

が
ら
介
助
法
を
学
ん
だ
後
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
折
り
返
し
地
点
ま
で
は
１

人
で
車
い
す
を
こ
ぎ
、
そ
の
後
ペ
ア
を

組
ん
で
い
る
お
友
達
が
介
助
（
サ
ポ
ー

ト
）
し
て
戻
っ
て
き
て
、
ペ
ア
チ
ェ
ン

ジ
し
て
同
じ
コ
ー
ス
を
辿
る
と
い
う
、

利
用
者
役
と
介
助
役
の
双
方
の
体
験
を

し
ま
し
た
。
体
験
を
終
え
た
児
童
か
ら

は
、
「
車
い
す
に
乗
っ
て
い
た
時
、
溝

が
あ
っ
て
怖
か
っ
た
。
障
害
物
が
あ
っ 

 
 

福
祉
の
心
を
育
む 

「

ち
ょ
っ
と
福
祉
出
前
講
座
」

４
年
生
１
０
８
人
を
対
象
と
し
て
、

ア
イ
マ
ス
ク
体
験
（
講
師
：
金
城
利
信

さ
ん
ご
夫
妻
）
、
手
話
体
験
（
講
師
：

糸
数
星
子
氏
）
、
車
い
す
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
で
は
、
普

段
歩
き
慣
れ
て
い
る
通
路
を
ア
イ
マ
ス

ク
装
着
で
歩
行
し
た
後
、
金
城
さ
ん
に 

【
問
い
合
わ
せ
】 

 
 

電
話
9

4

5-

3

6

5

1 

◎
坂
田
小
学
校 

 
 
 

４
年
生

人
を
対
象
と
し
て
１
月

日
（
金
）
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
子
ど
も

達
へ
伝
わ
り
や
す
い
よ
う
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や

紙
芝
居
を
使
い
な
が
ら
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
い
知
識
を
学
び
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
（
応
援
者
）
と
し
て
で
き
る

こ
と
な
ど
を
み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
。 

「
ち
ょ
っ
と
福
祉
出
前
講
座
」
は
、
町
内
各
学
校
、
各
地
域
を
対
象
と
し
て
、
講

話
や
疑
似
体
験
を
と
お
し
、
障
が
い
が
あ
る
方
の
生
活
の
現
状
を
知
る
こ
と
で
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
優
し
い
町
づ
く
り
を
考
え

る
目
的
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
そ
の
取
り
組
み
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。 

た
ら
１
人
で
は
大
変
だ
か
ら
手
伝
う
人

の
存
在
は
大
事
だ
と
思
っ
た
。
」
「
車

い
す
を
利
用
し
て
い
る
人
の
恐
怖
感
を

な
く
し
た
い
。
」
「
声
か
け
が
一
番
大

事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
」
な
ど
様
々
な

感
想
が
あ
り
、
相
手
の
気
持
ち
を
考
え

理
解
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
ま
た
相
手

の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
な
る
体
験
に
な
り
ま
し

た
。 

◎
西
原
南
小
学
校 

 
 

 
～
養
成
講
座
後
の
感
想
～ 

「
認
知
症
は
脳
の
病
気
だ
と
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
ど
ん
な
症
状
が
あ
る
の
か

も
わ
か
っ
た
。
」 

「
認
知
症
の
人
が
い
た
ら
温
か
い
目
で

見
守
る
。
」 

「
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
や
さ
し
く

声
を
か
け
た
い
。
」 

「
自
分
で
ど
う
し
よ
う
も
な
い
時
は
大

人
に
相
談
す
る
。
」 

「
認
知
症
の
人
は
不
安
な
気
持
ち
で
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
寄
り
添
う
こ

と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
」 

◎
西
原
小
学
校 

 
 
 

よ
る
視
覚
障
害
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞

き
、
生
活
す
る
う
え
で
工
夫
さ
れ
て
い

る
日
用
品
な
ど
に
触
れ
ま
し
た
。
手
話

体
験
で
は
、
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解

を
深
め
、
「
お
は
よ
う
」
な
ど
身
近
な

あ
い
さ
つ
な
ど
の
手
話
を
学
び
ま
し

た
。
車
い
す
体
験
で
は
、
自
力
で
進
む

こ
と
の
大
変
さ
を
実
感
す
る
体
験
に
な

り
ま
し
た
。
児
童
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ

な
質
問
や
感
想
が
あ
り
、
初
め
て
の
体

験
の
中
で
怖
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
手
助

け
し
て
く
れ
る
人
の
あ
り
が
た
さ
や
心

強
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
体
験
と

な
り
ま
し
た
。 

障害物を超える介助の様子 

ペアで車いす体験 

リフト付きバス乗車体験 

認知症サポーター養成講座の様子 

手話を学ぶ 

アイマスク体験 

車いすの段差介助 



 社協活動基本目標 ： わたしたちは、ボランティア活動に参加し、共に喜び合える福祉のまちをつくりましょう 

福祉情報誌 福丼 平成２８年３月１日 第１０６号 

○名 称 

   

 サポートセンターはばたき 

○営業日 

 毎週月曜日～金曜日 

 （土・日・祝日は休み） 

○開所時間 

 ８：３０～１７：１５  

○利用提供時間 

 ９：００～１６：００ 

〒９０３－０１１１ 

 西原町字与那城１３５ 

（社会福祉センター隣） 

（電話）  

（FAX）  

 今年度、サポートセンターはばたきでは、【精米班・花苗班・野菜班・菓子製造班・喫茶班・清掃班】の

作業をとおし、就労訓練だけなく、生活訓練も行いながら、利用者の方々が地域で自立した生活おくること

ができるよう、関係機関と連携しながら支援をおこなっております。日常の作業以外にも調理実習・買物実

習、利用者研修、余暇活動、利用者の会「エンジョイクラブ」の活動などをしており、利用者のリフレッ

シュや作業意欲向上に結びつけるよう支援を行っております。 

 はばたき利用については「福祉サービス受給者証」が必要となりますので、まずは市町村役場へお問い合

わせ下さい。 

サポートセンターはばたき利用者募集 !! 

 

【はばたき利用について】 
サポートセンターはばたき 

（就労継続支援Ｂ型事業所） 

○場所 

 西原町社会福祉センター 

（隣接プレハブ） 

○開所日時 

 月～金（土日祝日除く） 

 午前９時～午後４時 

○利用対象者 

 知的障がい、精神障がいの 

ある１８歳以上の方 

○利用対象地域 

 西原町、那覇市、宜野湾市、

浦添市、南風原町、与那原町、

中城村 

 2月9日（火）にサポートセンターはばたきの畑で西原南幼稚園とじゃがい

も掘り交流会を行いました。 

 10月に園児たちと植えつけたじゃがいもは、長雨にも負けず成長し、たく

さん収穫することができました。 

 また、にんじんの収穫も同時に行うことができ、

楽しい交流会となりました。園児達は「楽しかっ

た」「大きいじゃがいもが採れた」と満面の笑みで

話しをしてくれました。たくさんの笑顔が見られ、

充実した時間を過ごすことができました。 

大豊作、じゃがいも掘り !!  －野菜班－ 

 

はばたき利用開始までの流れ 

役場へ相談  

相談支援事業所へ相談（一覧表より事業所選ぶ） 

はばたきの見学・説明 受給者証の申請・発行（役場） 

はばたきの利用体験 

はばたき利用開始のご契約 

はばたき利用開始 

 

おおきなじゃがいもとれたよ 

いもほりに夢中 収穫後みんな笑顔 にんじんも収穫 



社協基本活動目標 ： わたしたちは、知恵や創造性を生かした心豊かな福祉のまちを作りましょう 

第106号 福祉情報誌 福丼 平成２８年3月１日 

開館日：毎週月曜日～土曜日【日・祝日・年末年始休館】 

時 間：９時～1７時１５分 

対象者：西原町在住・在勤の40歳以上の方 

利用料：100円【マッサージ器具などを利用できます】 

場 所：西原町字与那城135番地（中央公民館隣） 

電 話：098-946-1734 

※利用時に介助が必要な方は介助者の同伴をお願い致します。 

西原町介護予防拠点施設 

ち
ょ
こ
っ
と
体
操
（
月
・
水
） 

 

●
内
容 

筋
力
ト
レ
ー 

 
 

ニ
ン
グ
・ス
ト
レ
ッ
チ 

 
 

・血
圧
、
脈
拍
測
定 

 
 

・体
力
測
定 

●
日
時 

平
成

年
4
月

日
～
平 

 
 

成

年
3
月
6
日
・毎
週
月
・水
曜 

 
 

日
・

時

分
～

時

分(
 

 
 

分
程) 

●
場
所 

西
原
町
い
い
あ
ん
べ
ー
家 

●
対
象 

西
原
町
在
住
、
在
勤

歳
以 

 
 

上
・比
較
的
健
康
な
人 

●
受
講
料 

無
料 

●
申
込
み 

窓
口
に
て
書
類
提
出(

申
請 

 
 

書
、
同
意
書
の
記
入)(

顔
写
真
撮
影) 

●
持
物 

動
き
や
す
い
服
装
・室
内
シ
ュ 

 
 

 

ー
ズ
・飲
み
物 

 

ち
ょ
こ
っ
と
体
操
男
塾
（金
） 

 

●
内
容 

筋
力
ト
レ
ー 

 

ニ
ン
グ
・ス
ト
レ
ッ
チ 

 

・血
圧
、
脈
拍
測
定 

 

・体
力
測
定 

●
日
時 

平
成

年
4
月
８
日
～
平 

 
 

成

年
3
月
３
日
・毎
週
金
曜
日 

 

・

時

分
～

時

分(

１
時
程) 

●
場
所 

西
原
町
い
い
あ
ん
べ
ー
家 

 

●
対
象 

西
原
町
在
住
、
在
勤

歳
以 

 
 

上
・比
較
的
健
康
な
人
・男
性 

●
受
講
料 

無
料 

●
申
込
み 

窓
口
に
て
書
類
提
出(

申
請 

 
 

書
、
同
意
書
の
記
入)(

顔
写
真
撮
影) 

●
持
物 

動
き
や
す
い
服
装
・室
内
シ
ュ 

 
 

 

ー
ズ
・飲
み
物 

 

ロ
コ
モ
体
操
塾
（土
） 

 

●
内
容 

筋
力
ト
レ
ー 

 
 

ニ
ン
グ
・ス
ト
レ
ッ
チ 

 
 

・血
圧
、
脈
拍
測
定 

 
 

・体
力
測
定 

●
日
時 

平
成

年
4
月
9
日
～
平 

 
 

成

年
3
月
4
日
・毎
週
土
曜
日 

 

①

時
～

時

分(

高
齢
者) 

 

②

時
～

時

分(

中
高
年) 

(

分
程) 

●
場
所 

西
原
町
い
い
あ
ん
べ
ー
家 

●
対
象 

西
原
町
在
住
、
在
勤

歳
以 

 
 

上
・比
較
的
健
康
な
人 

●
受
講
料 

無
料 

●
申
込
み 

窓
口
に
て
書
類
提
出(

申
請 

 
 

書
、
同
意
書
の
記
入)(

顔
写
真
撮
影) 

●
持
物 

動
き
や
す
い
服
装
・室
内
シ
ュ 

 
 

 

ー
ズ
・飲
み
物 

 

西
原
町
で
は
介
護
予
防
を
目
的
に
、
自

宅
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。 

 

運
動
を
継
続
す
る
こ
と
で
体
力
の
維

持
・向
上
を
目
指
し
、
脳
ト
レ
な
ど
も
各

教
室
で
実
践
し
て
お
り
、
認
知
症
予
防
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、

男
性
が
参
加
し
や
す
い
男
性
だ
け
の
体
操

教
室
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

 

お
口
の
健
口
（健
康)

、
す
な
わ
ち
歯

と
歯
茎
が
健
康
な
ら
、
食
べ
物
を
し
っ

か
り
と
噛
み
、
ス
ム
ー
ズ
に
飲
み
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

し
か
し
口
の
機
能
は 

病
気
や
老
化
が
原
因 

で
弱
ま
り
、
そ
こ
か
ら 

『肺
炎
』や
『歯
周
病
』 

・『虫
歯
』・『体
調
不 

良
』の
原
因
に
!! 

 

今
回
は
、
口
の
健
康 

体
操
の
１
つ
で
あ
る 

『パ
タ
カ
ラ
体
操
』を 

紹
介
し
ま
す
。 

  

『パ
タ
カ
ラ
体
操
』を 

実
施
す
る
と
、
入
れ
歯 

の
安
定
に
効
果
が
あ
り 

ま
す
。
ま
た
、
噛
む
力 

が
向
上
す
る
こ
と
で
唾 

液
の
分
泌
も
促
進
さ
れ 

ま
す
。 

 

口
呼
吸
の
方
は
、
鼻 

呼
吸
が
出
来
る
よ
う
に 

な
る
の
で
、
口
の
渇
き 

や
口
臭
も
防
げ
ま
す
。 

 

さ
ら
に
イ
ビ
キ
や
歯
ぎ 

し
り
も
改
善
さ
れ
る
と 

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

『パ
タ
カ
ラ
体
操
』は
、
食
前
に
行
う
と
効
果
的
で

す
。
出
来
る
だ
け
大
き
く
、
は
っ
き
り
『パ
・パ
・パ
』

と

回
発
音
し
ま
し
ょ
う
。
慣
れ
て
き
た
ら
早
く

『パ
パ
パ
パ
パ
パ
…
』と
発
音
し
て
み
よ
う
。 

 
家
族
の
為
に 

 

カ
ッ
コ
よ
く
な
ろ
う
！ 



社協活動基本目標 ： わたしたちは、おもいやりいたわりあう心で住みよい福祉のまちをつくりましょう 

平成２８年３月１日 福祉情報誌 福丼 第１０６号 

西原町社会福祉協議会福足サービス事業（移送サービス）紹介

西原町チャリティふれあい市実行委員会様よりチャリティふれあい市収益金として１０万円

・玉那覇常夫様より車いす１台、宮平スポーツ事務用品店より体育着 

・仲本良雄様、西原洋子様、呉屋勝彦様、新川佳代子様、宮平美佐子様、與那城一美様、 

 金城洋子様、呉屋和子様、新垣秀子様、小波津盛光様よりお元気ですか事業へ野菜提供 

 この事業は、平成２７年度から社会福祉法人沖縄県社会福祉協議会の「沖縄県社会福祉振興基金」を活

用して、「福足サービス事業（移送サービス）」を実施しています。近隣に家族などがいなく生活困窮な

どで、移動及び公共交通機関の利用が困難な方を対象を対象に健康維持に努め、閉じこもり等にならない

ように住み慣れた地域で安心して在宅生活が送れることを目的としています。 

 

１．対象者：西原町内に居住する見守り世帯であって、身近に身内がいなく病院受診等の外出時に困って

いる下記事項のいずれかに該当する方。 

（１）介護保険・障害福祉サービスなど公的機関が行う移動に関する支援サービス 

などを受けられない障害者及び高齢者などの生活困窮者 

（２）障害福祉サービスなど公的機関が行うサービス移動に関する支援サービス 

などを受けられない難病者などの生活困窮者 

２．利用の目的：病気治療のための通院、入退院や公共機関での諸手続き、福祉施設への入退所が対象と

なります。 

３．利用範囲：西原町内及び近隣市町村 

４．利用料：無料 

  ※この事業を利用したい方は申請が必要です。 

この事業は、地域の方は地域で支え合うことを目的

としており、送迎を行う方もその地域の運転協力員と

して登録していただき、送迎を行っています。 

 運転協力員は、登録手続きが必要になります。 

ボランティア団体「声の広報サークル声のかけはし」の皆さん

が、視覚の不自由な方を対象に、西原町行政発行の「広報にしは

ら」、西原町議会発行の「議会だより」２紙の有益な情報内容を

CDやカセットテープに録音して、毎月１回必要な方へ郵送して

います。利用料無料でサービスを行っておりますので、ご希望の

方は西原町社会福祉協議会へご連絡ください。 

 

～声の広報サービスの流れ～ 

１．毎月１５日以降に、声が吹き込まれたCD、カセットテープ

がパッケージに入れられ、利用者のご自宅に郵送にて届けられ

ます。 

２．情報を聞き終えた後は、パッケージのあて先の西原町社会福

祉協議会（行）を表向きにして、自宅ポストへ入れると郵便局

員が受け取る流れとなっています。 

●「声の広報」は、各機関の広報

紙が発行された後に朗読編集作

業をするため、利用者の方には

遅れての発行となります。 

●送付を希望する際は、お申し込

みが必要ですのでお気軽にお問

い合わせください。 

○お問い合わせ 

    電話９４５－３６５１ 

「声の広報サービス」申し込みのお知らせ


